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審 査 結 果 の 要 旨

 本研究は医療機関を受診した脆弱性骨折の実態調査を行ったものである。さらに調査結

果を過去の報告と比較し、骨折発生率の経年的推移も検討されている。その結果、脆弱性

骨折の部位別発生率が明らかとなり、四肢骨骨折の発生率が1990年代と比較して増加して

いることが判明した。また骨折受傷前後において、骨粗鬆症に対する治療率および治療継

続率が低いことも判明した。本論文の内容は、今後の骨折予防・健康寿命の延伸対策立案

に有用であり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

2
 


